
④特定機能病院・地域中核病院向けアンケート案
視点 № 質問項目 選択肢 備考

１．基本
情報

基本情報
F1

医療機関名

F2
医療機関コード 保健所符号３桁＋整理番号

２．病院
の状況

所在地域
F3

所在地 郵便番号及び記述

F4
二次医療圏名 二次医療圏名

規模
F5

病床数・病床区分・稼動病床数 記述（4桁）

F6

従事者数 1．医師(常勤/非常勤）
2．歯科医師(常勤/非常勤）
3．薬剤師
4．保健師
5．看護師
6．歯科衛生士
7．診療放射線技師
8．栄養士
9．社会福祉士
10．その他

F7
患者数 外来／入院

F8
診療科 内科、外科など38科目

F9
へき地医療拠点病院指定を受けていま
すか？

1．はい
2．いいえ

F10

病院の診療圏の対象人口はおおよそ何
人ですか。

1．～999
２．1000～4999
３．5000～9999
４．10000～49999
５．50000～99999
６．100000～

F11

病院の診療圏に抱えている地域の法律
適用状況を教えて下さい。(複数可）

1．過疎
2．山村
3．豪雪
4．特豪
5．離島
6．沖縄
7．奄美
8．適応外

F12

同じ二次診療圏内には貴病院の他にい
くつ病院がありますか。

1．なし
２．1～4
３．5～9
４．10～19
５．20～

F13

同じ二次診療圏内にはいくつ診療所が
ありますか。

1．1～4
2．5～9
3．10～19
4．20～

3．遠隔
医療の
状況（医
療機関
支援）

（１）遠隔画像診
断・遠隔病理診
断 Q1-1

遠隔画像診断・遠隔病理診断による診
療支援を行っていますか。

1．行っている
2．行っていない　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→Ｑ2へ

★イメージ図（作成中）

（利用状況）

Q1-2

どのくらいの頻度で行っていますか。 1．毎日
2．週１回以上
3．月１回以上
4．半年１回以上
5．年１回以下
6．全く利用していない

Q1-3

どのような効果がありましたか。（複数
可）

1．支援先の診断が正確になった
2．支援先の医療機関の不安が軽減された
3．支援先ないしは貴院により多くの患者を受け入れられるように
なった
4．患者の満足度が上がった
5．上記以外の効果があった
6．特に効果を感じなかった

Q1-4

運営費は何でまかなっていますか。（複
数可）

1．国、自治体の補助
2．支援医療機関の補助
3．各医療機関の支払う利用料
4．患者の支払う利用料
5．上記以外

Q1-5

どのような課題がありますか。 1．画像の精度が悪い、通信スピードが遅い
2．操作が面倒である、システムが使いにくい
3．設備費用・維持費が高い
4．スタッフのシステム処理能力が高くない
5．貴院側の専門医が足りない
6．利用するインセンティブ（収入等）が少ない
7．上記以外

（利用受容）

Q2-1

利用してみたいと思いますか。 1．そう思う　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  →Q2-2へ
2．どちらかといえばそう思う　　　　　　　　　　　　　　　　→Q2-2へ
3．どちらかといえばそう思わない　　　　　　　　　　　　　→Q2-3へ
4．そう思わない　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 →Q2-3へ

Q2-2

そう思う理由はどのようなことですか。 1．支援先の診断が正確になると思われるから
2．診療に関する支援先の不安が軽減されると思われるから
3．支援先ないしは貴院により多くの患者を受け入れられるように
なると思われるから
4．患者の満足度が上がると思われるから
5．上記以外

（利用していない
理由）

Q2-3

そう思わない理由はどのようなことです
か

1．設備費用・維持費が高いから
2．貴院側の医師・医療従事者が足りないから
3．操作が面倒である、システムが使いにくいから
4．患者のニーズが低いから
5．上記以外の理由



視点 № 質問項目 選択肢 備考

（2）遠隔カンファ
ランス Q3-1

遠隔地の医療機関や保健センター間
で、診療内容について、テレビ電話等を
使って相談・会議（遠隔カンファランス）
を利用していますか。

1．行っている
2．行っていない　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→Ｑ4-1へ

★イメージ図

Q3-2

どのくらいの頻度で行っていますか。 1．毎日
2．週１回以上
3．月１回以上
4．半年１回以上
5．年１回以下
6．全く利用していない

Q3-3

どのような効果がありましたか。（複数
可）

1．診断が正確になった
2．支援先で診療に携わる医師の不安が軽減された
3．より多くの患者を受け入れられるようになった
4．患者の満足度が上がった
5．上記以外の効果があった
6．特に効果を感じなかった

（選択肢は５段階評価）
1．そう思う
2．どちらかといえばそう思う
3．どちらともいえない
4．どちらかといえばそう思わない
5．そう思わない

Q3-4

運営費は何でまかなっていますか。（複
数可）

1．国、自治体の補助
2．支援医療機関の補助
3．各医療機関の支払う利用料
4．患者の支払う利用料
5．上記以外

Q3-5

どのような課題がありますか。（複数可） 1．画像の精度が悪い、通信スピードが遅い
2．操作が面倒である、システムが使いにくい
3．設備費用・維持費が高い
4．スタッフのITを活用する技術が高くない
5．相談を受ける側の専門医が足りない
6．利用するインセンティブ（収入等）が小さい
7．上記以外

（利用受容）

Q4-1

利用してみたいと思いますか。 1．そう思う　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  →Q4-2へ
2．どちらかといえばそう思う　　　　　　　　　　　　　　　　→Q4-2へ
3．どちらかといえばそう思わない　　　　　　　　　　　　　→Q4-3へ
4．そう思わない　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 →Q4-3へ

Q4-2

その理由はどのようなことですか。 1．診断が正確になると思われるから
2．支援先で診療に携わる医師の不安が軽減されると思われるか
ら
3．より多くの患者を受け入れられるようになると思われるから
4．患者の満足度が上がると思われるから
5．上記以外

（利用していない
理由）

Q4-3

そう思わない理由はどのようなことです
か。(複数可）

1．設備費用・維持費が高いから
2．相談を受ける側の医師・医療従事者が足りないから
3．操作が面倒である、システムが使いにくいから
4．患者のニーズが低いから
5．上記以外


